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原子核を構成する核子（陽子や中性子）の励起状態(N*)は中間子生成過程において

共鳴状態として現れる。我々は、高エネルギー光子、電子線反応の最新データを解
析し、不変質量2GeV以下の領域におけるN*のスペクトルを明らかにした。 
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